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会 議 録 
平成 26 年 12 月 3 日作成 

作成 大垣眞一郎、富井正雄、安積良晃 

会議の名称 

厚生労働科研研究費補助金による「地表水を対象とした浄水処理の濁度管理技

術を補完する紫外線処理の適用に関する研究」のろ過池濁度管理及び紫外線処

理設備維持管理の実態調査 

開催日時 平成 26 年 11 月 28 日（木）9：00～12：00 

開催場所 

Ｈｔ水道企業団 

本 庁 舎：Ｈｔ市・・・  

 Ｋｎ浄水場：Ｈｔ市・・・ 

 Ｈｋ浄水場：Ｈｔ市・・・ 

出 席 者 

Ｈｔ水道企業団 ：Ｅ副企業長、Ｈ事務局長（水道技術管理者）、Ｈｏ事務局

次長（水質管理課長）、Ｒ浄水課長、 

Ｓ浄水課副参事、Ｅｎ副参事、Ａ浄水課主幹、 

Ｏ浄水課主幹 

水道技術研究センター ：大垣理事長、富井浄水技術部長、安積主任研究員 

議  題 
１．趣旨説明 

２．濁度管理及び紫外線処理等に係る調査表に基づくヒアリング及び施設調査 

会議資料 濁度管理及び紫外線処理に係る調査表（事前送付資料） 

その他必要事項  

会議内容（決定・確認事項、発言者、発言内容、決定理由など） 

【議題１】趣旨説明等 

大垣理事長より、本研究と今回の訪問の趣旨について説明した。 

 

【議題２】 調査表に基づくヒアリング （調査表の結果は、別紙） 

○調査表以外の調査項目 

１紫外線処理設備  

（１）原水水質 

 ・原水は、湧水であるが、濁度は平均的には 0.2 度である。①降雨（総降雨量 50mm 以上で濁

度 0.5 度を超える）、②地震、③雪解けによって変動し、取水停止管理濁度 0.5 度を超える。

最大濁度は 5.0 度程度。取水停止頻度は、1 回/月程度。停止期間は 1～2 日。 

取水停止管理濁度 0.5 度は、紫外線処理適用要件としての原水濁度 2.0 度以下であるが 

  濁度上昇時の、急激な上昇に配慮して設定している。 

・指標菌検査回数：毎月検査で 5 割以上の確率で検出（大腸菌は毎回、嫌気性芽胞菌は 1～2

割） 

・クリプトスポリジウム検査回数：４回/年、また取水停止時ごとにクリプトスポリジウムの検

査を実施して取水開始をする。検出されたことがない。 
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（２）紫外線処理導入理由 

  紫外線処理導入に当たっては、膜処理とマイクロフロック法の比較実証実験を行い、経済

性等を評価し、決定した。 

（３）処理費用（薬品費+電気代） 

  Ｋｎ浄水場の施設能力は 15,000ｍ3/日で、平均処理水量は 10,300ｍ3/日である。 

  Ｈｔ全体の施設能力比では、Ｋｎは 9.1％程度であるが、平均処理水量比では 14％程度を

占めている。 

  これは、処理費用（薬品費+電気代）の比較において、 

紫外線処理：4.5 円/ｍ3、 

凝集沈澱+砂ろ過方式：13 円/ｍ3（2.9 倍） 

  と安価であることから、紫外線処理の割合を大きくしている。 

  ・紫外線処理の電気代、処理量 13,000ｍ3/日で年 100 万円。 

（４）設備の維持管理 

  ・照度計：1 年ごとに交換、・ワイパーは 8 時間ごとに作動 

  ・ランプは自前で交換できる。交換頻度は、1 年ごと（9,000 時間） 

  ・新品は出力を 80％からスタートし、交換寸前では 100％として、ランプ劣化に伴う紫外

線照射量を確保している。 

 

２ ろ過水濁度管理 

（１）基本事項 

 ・Ｈｋ浄水場（Ｍｂ川系）：ろ過池はグリーンリーフ、2 層ろ過 

 ・ろ過池 16 池の内、2 池をろ坑計測により洗浄を行っている。ろ過継続時間をチェックに利用

していて 50ｈ～200ｈのろ過継続時間である。その他の池は 60ｈをろ過継続時間としてい

る。 

 ・中間塩素処理、粉末活性炭の常時注入(3mg/L)、 

 ・沈澱池の凍結防止として、水面下 30cm にエアー管を配置し、波により水面凍結防止を図っ

ている。（写真参照） 

（２）原水水質 

 ・最大濁度は、3,200 度の経験あり。 

 ・指標菌は、毎回検出、クリプトスポリジウムの検出状況は 1 割未満である。 

（３）ろ過水濁度の管理 

 ・ろ過開始時の濁度上昇は見られない。(集合水で濁度を計測しているが)このことからろ過池

1 池ごとの濁度管理は実施していない。予定もない。 

 ・ろ過水濁度が 0.04 度を超える状況になったら後凝集（後ＰＡＣ：2～3mg/L）を行う。 

 ・ピコプランクトンにより近年、濁度が 0.08 度まで上昇したことがある。 

 ・集合水の濁度計は、透過散乱光方式を用いていて、横河製である。 

 ・ろ過水濁度低減方法としてデレードスタートをソフト改造により行った（2006 年）。 

  デレードスタートとは、ろ過池洗浄後ろ過池に水を張り、15 分間静池時間を設けてから運転
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を開始する方法である。 

(４)Ｈｕ浄水場（Ａｒ川系） 

・ろ過池は、グリーンリーフではない。 

・ピコプランクトンの発生がある。1 回/5 年 最近ではＨ22 年 5 月下旬に発生。ろ過水濁度が 

 0.08 度まで上昇した。 

 導水管の水をＭｂ川系の水と導入する等の対応を行った。上流ダムの影響により発生。 

・2 系列に対して粒子濁度計を 1 台設置して配管切り替えにより計測できるようにしている（フ

ジ計測）。 

 ・その他は、Ｍｂ川系と同じ。 

 

以 上  
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現地調査写真 

  
Ｋｎ調整井 紫外線装置室（地下構造） 

  
ＵＶ装置制御盤 紫外線照射装置１（シルバー） 

  
紫外線照射装置２（シルバー） 紫外線ランプ 
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水質計器室（Ｍｂ川系） 

 
水質計器室（Ａｒ川系） 

 
管理室 

 
着水井と粉末活性炭接触池（建設中） 

 
沈澱池（凍結防止用エアー管） 

 
ろ過池（Ａｒ川系） 
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ヒアリング状況１ 

 
ヒアリング状況２ 

 

 

 

 

 


